
第７回 沿岸観察会 開催報告

むつ研究所では、下北沿岸域にて市民参加型の海浜生態調査を行っています。
７回目となる今年の沿岸観察会は、日本財団が実施する「海と日本プロジェクト 2016」の
サポートプログラム「海の宝をめぐる学びと体験 マリン・ラーニング（海でつながる）」
（主催：北海道大学）への協力事業として、7月２日～３日に開催しました。海浜調査時の
天気は曇りでしたが前日から降っていた雨は上がり、63名の参加者が磯に出て楽しく観察
することができました。参加してくださった皆さん、ありがとうございました。

開催日：201６年７月２日〜３日　　会場：むつ市下北自然の家、ちぢり浜

７

サンプル処理
ちぢり浜の生き物について調べます。



海藻押し葉作り
海藻を水洗いして押し葉を作ってみます。

キレイにできた
             ^o^

磯での観察（海浜調査）
グループに分かれ、潮だまり（タイドプール）や磯を観察し、できるだけ多くの
種類の生き物を見つけることを目指しました。

これ何だろ !?

おっ！
 見つけたぞ！



参加して下さったみなさんからいただいたアンケートの一部を紹介します。

参加して下さったみなさん、朝早くからお疲れ様でした。

Ａ おもしろかった　　　　　47人
　 まあまあおもしろかった　2人
　 つまらなかった　　　　　0人

　Q 観察会はおもしろかったですか？

Ａ 参加したい　　　　46人　
　 参加したくない　　0人
　 わからない　　　　3人

・とても面白かった、勉強になった、新しいことを知ることができた。
・サンプル処理と、海藻の一部を顕微鏡で見たのがおもしろかった。
・家族全員で参加できてとても良かった。子供たちにとって貴重な学習の機会となった。
・一日目に学習してから二日目に海での観察だったので、見つけるのが楽しかった。
・暖かい海にいる貝と、寒い海にいる貝のバランスで海の状態がわかるという話がおもし
　ろかったです。
・自分たちも学校で海に関わることが多く、何も知らないことが多かったが、今回の観察
　会で改めて海の良さや素晴らしさに気づくことができた。
・のりやワカメ、めかぶなど海藻について知ったことが多くて興味が沸いた。
・海藻の種類がたくさんあったが、違いや名前は分からないので知りたくなった。

　Q 次回、沿岸観察会が開催されたら
　　 参加したいですか？

　参加者からの意見・感想

（回答者 49名）
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